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◆ 防衛省に制度見直しなど要請
◆ 新入社員研修を実施
◆ 一級建築施工管理試験対策
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〈表紙写真〉

【青年部会第17回フォトコンテスト
　～島の魅力～優秀作品より】
　　 〔人の部　優秀賞〕
 題　　名：ゆっくり 慌てず 丁寧に
 撮 影 者：仲尾次 柚希
 撮影場所：伊計大橋
　　　　　（うるま市伊計島）

沖建協会報　2026. 5月号

防衛省に制度見直しと運用改善を要請
県内企業の受注機会確保と拡大へ

宮﨑副大臣に要請書を手渡した

　津波達也会長ら幹部は３月30日、（一社）防衛施
設強靭化推進協会沖縄支部や自由民主党沖縄県
支部連合会、沖縄県市長会などと東京都の防衛省
を訪れ、沖縄防衛局発注工事などでの「県内企業
の受注機会拡大」を連名で要請した。防衛省では
宮﨑政久防衛副大臣が対応した。
　要請項目は２点。１点目は総合評価方式「地域
評価型」の対象地域について、現在は中・北部地区
で設定されているが、今後は「那覇・南部地区」と
「浦添地区」を対象地域に加えるよう求めた。２点
目は、ＷＴＯ基準額以上の工事で県内企業の受注
機会を拡大すること。県内企業単体での受注や県
内企業のみで構成するＪＶでの受注機会が広がる
よう、運用の柔軟化を求めた。
　津波会長は、物価高騰の影響で従来はＷＴＯ
基準額未満で発注していた工事が基準額以上に
押し上げられ、ＷＴＯ対象工事が増加する傾向に
あることを説明した。ＷＴＯ対象の大規模工事で
は、県外企業が代表を務めるＪＶの受注割合が高

く、国発注公共工事の発注総額の約50％以上が
県外企業となっていることに危機感を示した。
　また、県内建設業者は米軍・防衛関連工事を長
年手掛け、安全保障・防衛政策に貢献してきたと
主張。その中で技術力と施工能力を高め、ＷＴＯ
対象工事でも県外企業とのＪＶ構成員として多数
の実績を積み重ねていることを強調した。
　その上で、県内企業の継続的な経営安定と地域
雇用の維持、技術力のさらなる向上につなげるた
め、県内企業の受注金額割合の増加を求めた。
　要請を受けて宮﨑副大臣は、「防衛施設整備に
は地元建設業界の協力が不可欠。地域評価型の
対象見直しはスピード感をもって取り組んでいきた
い。ＷＴＯ対象工事における県内企業の受注機会
拡大については、2026年度の入札分からの執行を
予定している」と述べた。
　要請には、沖建協から津波会長と新里英正副会
長、仲本豊副会長、呉屋明副会長、名嘉太助副会
長、上原進副会長ら９人が参加した。
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挨拶時の正しいお辞儀を確認（浦添会場）

講師の説明に耳を傾ける受講者ら

左から講師を務めた比嘉氏、玉城氏、成底氏

グループに分かれて自己紹介（浦添会場）

資格制度について理解を深めた（うるま会場）

資格制度を説明する日建学院の古謝翔也氏

　４月６日から10日にかけて、「2026年度新入社員
等研修会」を開催。建設業の担い手育成と定着促
進を目的に、日建学院と連携して実施しており、入
社して３年以内の若手社員が対象。６日と７日に
浦添市の建労センターで行われた研修では99人
が受講した。９日と10日の日建学院うるま校で行
われた研修は74人だった。研修初日、沖建協の久
高唯和事務局長は「建設業は社会資本整備や災
害対応を担う重要な産業。企業の枠を越えた仲間
としてのつながりを築き、今後の業務に生かしてほ
しい」と述べ、受講者を激励した。
　研修１日目は、ビジネスマナーやコミュニケー
ションの基礎を中心に講義と実技を実施。キャリ
アコンサルタントの松園あかね氏が、あいさつや敬
語、名刺交換について、社会人としての基本動作
を指導した。受講者は自己紹介やグループワーク
に取り組み、第一印象の重要性や円滑な意思疎通
のポイントを体験しながら学び、社会人としての基
本姿勢を確認した。
　２日目は建設業の現状や仕事内容、資格制度な
どをテーマに、日建学院の講師や業界関係者が分
科会を展開。建設ＤＸやＩＣＴ活用の講義に加え、
ＡＩを用いた住宅イメージパースの作成を実際に
体験させることで、最新技術の活用方法を紹介し
た。資格制度の説明では、資格取得の流れや意義
を示し、将来のキャリア形成への意識向上を促し
た。さらに、ＰＤＣＡ(計画→実行→評価→改善)を
意識したペーパータワー作りでグループワークにも
取り組み、思考力の向上を図った。
　受講者からは「ビジネスマナーをしっかり学ぶこ
とができたので業務に活かしたい」「曖昧だった敬
語を理解することができた」「グループワークを通
してコミュニケーションの重要性を実感した」など
の声が聞かれ、研修の成果がうかがえた。

１級建築施工管理一次試験の対策講習会開催
　４月８日から10日の３日間、７月に行われる１級
建築施工管理技術検定(一次)試験に向け、浦添市
の建労センターで受験対策講習会を開催した。会
員企業から17人が受講し、講師から重点項目を中
心に講義を受け、理解の定着に取り組んだ。
　講師は、㈱國場組執行役員建設企画部長の比
嘉良忠氏、㈱いしかわ文明堂の玉城保氏、沖縄職
業能力開発大学校特任教授の成底佐一郎氏が務
めた。
　開講にあたり、城間盛彦庶務課係長が「試験日
までの限られた時間の中で効率よく学習できるよ
う、講習会で得た知識を確実に身に付けてほし
い」とあいさつし、計画的な学習を呼びかけた。
　初日は比嘉氏が安全管理と法規Ⅰ･Ⅱを担当。正
答率や出題構成を踏まえ法規の重要性を強調し、
建設業の許可区分や下請契約額の基準などを解
説した。比嘉氏は「反復によって知識は定着する。
暗記にとどまらず意味を理解してほしい」と述べ、

得点向上に向けた学習姿勢の重要性を伝えた。
　このほか玉城氏が施工計画、建築一般Ⅰ・Ⅱ(仕
上げ)、品質管理、工程管理、成底氏が建築一般Ⅰ・
Ⅱを担当し、各科目のポイントを解説した。

講義を受ける①沖縄工業高校②美里工業高校
③浦添工業高校④名護商工高校の生徒ら

工業高校生対象２級建築施工管理試験対策講座を実施
　沖建協では、６月に行われる２級建築施工管理
技士一次試験に向け、県内工業高校の生徒を対象
に試験対策講座を実施している。今回は沖縄工業
高校、浦添工業高校、美里工業高校、名護商工高
校、南部工業高校の5校で開講した。生徒らは放
課後の時間を利用して、タブレットやスマートフォン
を使ってオンライン講義を受講。試験直前まで、講
座や模擬試験、過去問題演習に取り組む。
　講座は、建設産業の担い手確保と若手人材の育
成を目的に、沖建協が費用の一部を負担し、日建
学院が講義を担当する。高校在学中から国家資格
に挑戦できる環境を整えることで、将来のキャリア
形成を後押しする。
　沖縄工業高校では、建築科の２年生40人が受講
している。４月８日に学校を訪れると、映像学習と
問題演習を組み合わせた学習方法で、生徒たちが
集中して取り組む姿が見られた。

　受講した平良瑠海さんは「少し難しく感じるが一
発合格を目指したい。自信をつけてほかの資格に
も挑戦したい」と意欲を示した。古波津琉夏さんも
「講座にしっかり取り組み、合格を目指して頑張り
たい」と語った。

建設業の担い手育成で新入社員等研修会開催
受講者はビジネスマナーやＤＸを習得

①① ②②

③③ ④④
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授業を受ける宮城岬弥さん

　沖建協と東海工業専門学校金山校（愛知県）の
「建設産業における人材確保育成に向けた連携協
定」により、2025年４月に１期生が同校に入学し
た。会員企業が厚生労働省の助成金を活用して社
員に給与を支給しながら、社員が教育訓練を受け
られる制度で、１期生４人が１年を振り返り、成長
と今後の目標を語った。

　㈱大米建設の宮城岬弥さん―自分のことは自
分でやる意識が身につき、特に体調管理には気を
つけるようになりました。授業や実習を通して測量
の基礎知識を習得できた１年でした。実習では班
のメンバーと協力して作業を進める大切さを実感し
ました。２級土木施工管理技士補を取得し、現在
は３級建設業経理士や１級土木施工管理技士補
の取得を目指しています。給与を受け取りながら
学べるこの制度は、安心して学びに集中でき、親の
負担軽減にもつながっています。
　㈱大米建設の本村佳生さん―入学当初は不安
もありましたが、授業を通して土木への理解が深ま
りました。測量実習で一連の流れを体験し、品質
管理の重要性も実感しました。働きながら学べる
安心感は大きく、現場での経験が授業内容の理解
を後押ししてくれます。進路に迷っている人には、
この制度を選択肢として考えてほしいと思います。
　㈱タマキの比嘉直寿さんー自己管理能力が高
まり、測量の知識や技術も少しずつ身についてき
ました。実習では繰り返し取り組むことでできるこ
とが増え、技術の向上を実感しています。二級土
木施工管理技士補を取得しており、今後は一級土
木施工管理技士の取得を目指して努力を続けま
す。
　㈱タマキの許田春希さんー生活習慣が整い、
時間を有効に使うことで学習に集中できるように
なりました。実習では、現場を意識した取り組みで
理解が深まったと感じています。資格を段階的に
取得し、学んだことを仕事に生かしたいです。

会員企業の社員が東海工業専門学校で教育訓練
４人が現場と学びの１年を振り返る

本村佳生さん

実習に取り組む比嘉直寿さん

許田春希さん

　那覇支部（黒島一洋支部長）は３月27日、那覇
市内で未成年非行防止を目的に夜間の防犯パト
ロールを実施した。地域貢献の一環として継続し
てきた取り組んできた活動は、節目の30回目を数
え、支部の社会的役割が地域の安心づくりへと広
がっている。
　当日は、城岳小学校前に支部会員14人と那覇署
生活安全課の署員１人が集合し、巡回ルートや注
意点を共有。その後、同小学校や壷川市営住宅周
辺、近隣の公園など約３㎞の区間を徒歩で巡回し
た。会員らは、通行人に声掛けしながら防犯意識

参加した支部会員ら

支部活動報告支部活動報告

■那覇支部が30回目の夜間パトロール市内を巡回

の向上を図り、地域の安心づくりに努めた。那覇支
部では、今後も防犯活動を継続し、安心して暮らせ
るまちづくりに貢献していく。

　南部支部は３月18日、与那原町内で清掃活動を
実施した。徳元猛支部長をはじめ支部会員ら約30
人が参加し、２班に分かれて、東浜地内の与那古
浜公園付近から沖縄女子短期大学方面までの県
道77号沿いを中心にごみの回収に取り組んだ。
　活動に先立ち徳元支部長は、2025年度最後の
取り組みであることに触れ、「皆さんの協力で無事
に年度を締めくくれるよう、気を付けて清掃に取り
組んでほしい」と呼びかけた。
　参加した㈱瀬底土建の髙嶺朝紀さんは「道路

清掃活動に参加した支部会員ら

や公園がきれいになると気持ちいいし、達成感もあ
る」と話した。㈱照屋土建の新垣大地さんは「枯れ
葉が目立ち、継続的な清掃が必要と感じた」と述
べ、今後の活動にも参加意欲を示した。

■南部支部が地域貢献活動で道路清掃と防犯啓発
●支部会員ら30人が道路清掃

　４月３日、与那原地区防犯協会主催の防犯パト
ロールが南城市のイオンタウン南城大里店で行わ
れ、南部支部から徳元猛支部長が参加した。
　地域の防犯意識向上を目的に実施されている
取り組みで、買い物客が多く集まる商業施設での
啓発活動は、犯罪抑止に向けた効果的な取り組み
として継続して行われている。
　パトロールは与那原警察署とタイアップし、同防
犯協会加盟の５団体13人が参加した。徳元支部長
らは店舗の出入り口２か所で、買い物客に向けて
振り込み詐欺防止を呼びかけた。高齢者を中心に

声掛けする徳元支部長
声掛けを行いながら、詐欺の手口や注意点をまと
めたチラシ計180枚を約１時間かけて配布。買い物
客からは「気をつけます」「ありがとう」などの声が
聞かれ、地域の防犯意識向上につながる取り組み
となった。

●大型商業施設で防犯パトロール
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　浦添・西原支部（内間司支部長）は３月19日、浦
添市の牧港漁港でクリーンアップ作戦を実施した。
地域貢献活動の一環として2021年から継続して
取り組んでおり、今年は支部会員から約80人が参
加した。
　作業前には、浦添市の松本哲治市長が挨拶し、
「日頃から地域の環境美化に尽力していただき感
謝している。安全に十分留意しながら作業に取り
組んでほしい」と参加者を激励した。
　参加者は約１時間にわたり、漁港内や周辺道路
の清掃活動に取り組んだ。繁茂した雑草を刈り
取って見通しを確保したほか、護岸周辺のペットボ
トルや空き缶、流木、廃材、ビニール類などのごみ
を回収し、景観改善を努めた。細かなプラスチック
片も多く、参加者は互いに注意を促しつつ、丁寧に
作業を行った。
　同支部では、地域の安全・安心を支える建設業

清掃活動に参加した支部会員ら

繁茂した雑草を刈り取った

　３月24日、県農林水産部北部農林水産振興セン
ターによる「2026年度公共工事発注見通しに関す
る事前説明会」が北部支部の事務所で開かれ、支
部会員から21人が参加した。農業農村整備や森林
整備などの発注予定と施工条件について説明を
受けたほか、不調・不落対策について意見交換を
行った。
　仲程俊郎支部長は、人手不足や離島における資
機材運搬の制約など、厳しさを増す施工環境に触
れ、「現場の実情を把握・共有することで不調・不
落の改善につなげたい」とあいさつした。
　説明会では、農業水産整備課の大城厚司課長
が、用排水路整備やほ場整備、かんがい施設整備
などの農村整備関連工事を各地区で計画してい
ると紹介した。管路整備や区画整理を伴う事業も
多く、複数年度にまたがる工事など、一定規模の
施工が見込まれることから、発注時期の見通しを
示しながら早めの入札準備と参加を呼びかけた。

　森林整備保全課の金城教朋課長は、県営林道
の開設・改良に加え、北部豪雨災害に伴う復旧工
事を中心に事業を進めると説明。法面対策や舗装
工事などを組み合わせた内容を想定し、山間部特
有の地形条件や施工ヤードの制約が施工体制に
影響する恐れがあるとした。
　意見交換では、不調・不落が続く背景について会
員から現状を確認したほか、人手不足や技術者不
足を理由に応札を見送る事例などが報告された。

説明を受ける支部会員ら

支部活動報告支部活動報告

■北部農林水産振興センターの説明会に支部会員が参加

■浦添・西原支部が牧港漁港でクリーンアップ作戦

の立場から、今後も環境美化や地域貢献活動を継
続して取り組む方針。

工事部
池宮 秀智さん

㈲くくる
工事部

荻堂 峻弥さん

建設
雇用改善
コーナー教えてください！我が社の働きやすい職場づくり教えてください！我が社の働きやすい職場づくり

ありがとうございました！
今後とも、働きやすい職場づくりの取り組み紹介を通して、建設業の魅力を幅広く発
信していきます。皆さんからの情報提供お待ちしています！

職場の働き方改革、どんなことやってますか？

社員の健康管理や福利厚生、何をやってますか？

社員向けの支援や社会貢献など、どんなことをやってますか？

　バーベキューやボウリング大会など、社内イベントを定期的に開催して
います。社員の誕生日やクリスマスには会社からホールケーキを贈るなど、
ささやかな心配りも大切にしています。
また、当地名護市でキャンプを行う日本
ハムファイターズのオープン戦を社員や
家族で観戦するなど、地元ならではの社
内企画も実施しています。業務以外の時
間も共有しながら、風通しの良い関係づ
くりにつなげています。

　社内のＤＸを少しずつ進めており、勤怠管理アプリや休暇制度のアップ
デート、現場管理アプリとタブレットの活用など、業務の効率化と働きやす
い環境づくりに取り組んでいます。また、ＩＣ
Ｔ施工の導入に向けた研修にも参加し、体
制づくりを進めています。ＡＩの活用を含め、
まだ最適化の途上ではありますが、今後も新
しい仕組みを積極的に取り入れ、社員の負
担軽減につなげていきたいと考えています。

　「くくるウォーキングイベント」と題し、定期的
に健康づくりの取り組みを行っています。ウォー
キングとウェルネスセミナーを組み合わせ、家族
も参加するにぎやかな雰囲気の中で、健康につ
いて学ぶ機会を設けています。歩いたあとは、健
康的なお弁当を囲みながら交流の時間も大切に
しています。社員の健康を第一に考え、ヘルスマ
ネジメントを通じて健康経営を目指しています。

総務部
大塚 裕司さん
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MessageMessage

　建設業界のイメージアップと沖縄県
建設業協会会員の「見える化」を図る
ため、協会のイメージアップキャラク
ター「あんぜんぼーや」のシールを作
成しました。（A4サイズ、A3サイズ）
　協会会員が施工する建設現場の出
入り口など人目に触れる機会の多い
場所に貼って、協会会員であることを
示すＰＲ活動に使用してください。
　追加で必要な場合は、所属支部窓
口で配布します。

建設
雇用改善
コーナー

美里工業高等学校出身
宮城　爽太さん（19歳）
（金秀建設株式会社　建築工事部）
みやぎ　そうた／北中城村出身／2025
年３月美里工業高等学校（建築科）卒業
／2025年４月金秀建設株式会社入社　
入職のきっかけ：元々建築に興味があ
り、建物を一から造り上げるスケールの大
きさに魅了されました。金秀建設は、応募
前見学で働きやすそう雰囲気が良かった
ことに加えて、進路担当の先生から紹介
を受けて選びました。　
将来の夢･目標：施工管理の資格を取り、
現場代理人になること。　
休日の過ごし方：バイクに乗ったり、家族の
運転手としていろんなところに行ったりします。

コンクリート打設のスピード感は圧巻

　建設業は大変な面もありますが、毎日工事が少しずつ進み、現場の風景が
変わっていくことに大きなやりがいを感じます。
　特にコンクリート打設のスピード感は圧巻で、生コン車が何台も出入りし、
ポンプ車で一気に圧送し、職人さんたちが連携して打ち込んでいく―そのス
ピード感と緊張感、そして一体感は現場ならではの魅力だと思います。
　初めて担当したのは小学校の校舎建設で、「何もない場所に未来を建てる」
というやりがいを実感しました。完成後は達成感と終わったことへの余韻や
切なさも感じられて、建設業はとても魅力的な仕事だと改めて思いました。

初めての現場で、主に施工写真を撮ったり、安全管理の仕事をし
ました。

担当した現場 中城村津覇小学校新築工事

地域と共に、未来を築く

私たちは、沖縄県建設業協会会員です。
一般社団法人

Okinawa General Constructors Association
沖縄県建設業協会

Okinawa General 
Constructors 
Association

あんぜんぼーや

沖建協「見える化」イメージアップキャラクター

「あんぜんぼーや」を現場へつれてって！！

現場ならではの一体感が魅力

メッセージボードメッセージボード
総行行第161号
国不入企第39号
令和８年３月３１日

各都道府県知事 殿
総務省自治行政局長

国土交通省不動産・建設経済局長
（ 公 印 省 略 ）

中東情勢の変化等による原材料費、エネルギーコスト等の取引価格を反映した
適正な請負代金の設定や適正な工期の確保について（要請）

　現在、中東情勢の変化による影響もあり、原油価格をはじめとするエネルギーコストや原材料費の上昇によって中小企業・小
規模事業者の収益が圧迫されることが懸念されております。
　各団体におかれましては、原材料費、エネルギーコスト等の取引価格を反映した適正な請負代金の設定や納期の実態を踏ま
えた適正な工期の確保を図るため、下記の措置を適切に講じるよう、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律
（平成１２年法律第１２７号。以下「入契法」という。）第２１条第２項に基づき要請します。
　各都道府県におかれては、貴都道府県内の市区町村（指定都市を除く。）に対しても周知をお願いいたします。
　なお、受発注者間や元請下請間での価格転嫁に関する相談等については、「建設業フォローアップ相談ダイヤル」にて受け
付けておりますので、あわせてお知らせいたします。

記
１．適正な請負代金・工期の設定について
　今般の急激な物価変動等を背景に、予定価格が実勢と乖離することや工事契約後の想定外の資材高騰・納期遅延によ
り、円滑な施工の確保に支障をきたすおそれがあるため、次に掲げる取組を実施する等の対応に努めること。
〇積算に用いる資材単価については、以下に例示する対応を取ること等により、地域の実情や市場における最新の実勢価
　格を適切に反映できるよう努めること。
・ 民間調査会社が作成する物価資料を活用している場合には、当該物価資料の毎月の改定にあわせて、月毎など適時に改
　定を行うこと。
・ 独自調査（民間調査会社等に委託する場合を含む。）を実施した上で資材単価を設定している場合にあっては、物価変動
　の状況、資材の工事における使用頻度等を踏まえ、調査時期の前倒しや、月毎に調査を実施する
　など調査頻度の増加等の対応をとること。
・ 個別工事の積算に当たって、可能な限り入札日に近い時点における最新の単価を適用すること。
・ 調達が厳しい資材等は必要に応じて見積書を積極的に活用すること。
〇資機材の納期を勘案した工期の設定を行うほか、受注者の責によらない事
　情により資機材の納期が遅れる場合には、工期延長等により必要な工期が確保されるよう措置を講ずるとともに、その際
　に必要となる経費の計上を行うこと。

２．スライド条項の適切な運用等について
　令和６年に改正された公共工事の品質確保の促進に関する法律（平成１７年法律第１８号）において、スライド条項の運用
基準の策定や適切な契約変更の実施等が公共発注者の責務とされたことも踏まえ、次に掲げる取組を実施する等の対応
に努めること。
〇契約後の資材や労務費の高騰等の変動に備えたいわゆるスライド条項（公共工事標準請負契約約款第２６条）の適切な
　運用のため、スライド条項の運用基準についてあらかじめ策定するとともに、当該基準について受注者・
　建設企業とあらかじめ共有するよう努めること。
〇今後契約する工事については、スライド条項を設定し、適切に運用するとともに、既契約工事においては設定されているス
　ライド条項の適用や受注者からの協議の申出等について適切に対応すること。
〇入契法第１３条第２項に基づき、資材価格の高騰等の理由で受注者から契約変更の協議の申し出があった場合には、公
　共発注者は誠実に協議に応じること。

３．最新の情勢の把握等について
　情勢が極めて流動的であることから、資機材の調達にあたっての支障の有無や物価変動等の最新の状況の把握に努め
るとともに、発注者として把握している情報に関し受注者に対し可能な限り情報の提供を行うことや、受注者からの相談に対
して誠実に応ずるなどにより、受注者の不安の解消に努めること。
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　運用のため、スライド条項の運用基準についてあらかじめ策定するとともに、当該基準について受注者・
　建設企業とあらかじめ共有するよう努めること。
〇今後契約する工事については、スライド条項を設定し、適切に運用するとともに、既契約工事においては設定されているス
　ライド条項の適用や受注者からの協議の申出等について適切に対応すること。
〇入契法第１３条第２項に基づき、資材価格の高騰等の理由で受注者から契約変更の協議の申し出があった場合には、公
　共発注者は誠実に協議に応じること。

３．最新の情勢の把握等について
　情勢が極めて流動的であることから、資機材の調達にあたっての支障の有無や物価変動等の最新の状況の把握に努め
るとともに、発注者として把握している情報に関し受注者に対し可能な限り情報の提供を行うことや、受注者からの相談に対
して誠実に応ずるなどにより、受注者の不安の解消に努めること。



－10－ －11－沖建協会報　2026. 5月号 沖建協会報　2026. 5月号

メッセージボードメッセージボード メッセージボードメッセージボード
全建労発第３号
令和８年４月１日

各都道府県建設業協会
専務理事・事務局長 殿

一般社団法人 全国建設業協会
専 務 理 事 山 崎 篤 男

〔 公 印 省 略 〕

「一人親方に関する基礎知識」リーフレット等の送付について（周知依頼）

　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より本会の活動に対しまして格別のご高
配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、建設業における社会保険加入対策については、行政機関や元請・下請建設業者団体、発注
者団体等の関係者が一体となって取組を進めており、社会保険の加入率については、ほぼ１００％に
なるほか、法定福利費の受取状況についても改善傾向が認められるなど一定の効果を上げている
ところです。
　一方で、社会保険加入対策や労働関係法令規制の強化に伴い、法定福利費等の労働関係諸経
費の削減を意図して、技能者の個人事業主化（いわゆる一人親方化）が見受けられるとの実態をう
け、国土交通省・建設業団体で「一人親方の取組に関する申合せ」を行い、「働き方自己診断チェッ
クリスト」の周知等についても取り組んでいるとことです。
　今般、国土交通省不動産・建設経済局建設振興課より、技能者が一人親方となるかを慎重に判
断することができるよう、一人親方になった場合のメリット・デメリットを示すリーフレットを作成、また
「働き方自己診断チェックリスト」の活用周知についての通知がございました。
　つきましては、貴協会におかれましても、本通知の趣旨をご理解いただき、会員企業に対し周知ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。

「働き方自己診断チェックリスト」：
  https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001618573.pdf



－10－ －11－沖建協会報　2026. 5月号 沖建協会報　2026. 5月号

メッセージボードメッセージボード メッセージボードメッセージボード
全建労発第３号
令和８年４月１日

各都道府県建設業協会
専務理事・事務局長 殿

一般社団法人 全国建設業協会
専 務 理 事 山 崎 篤 男

〔 公 印 省 略 〕

「一人親方に関する基礎知識」リーフレット等の送付について（周知依頼）

　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より本会の活動に対しまして格別のご高
配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、建設業における社会保険加入対策については、行政機関や元請・下請建設業者団体、発注
者団体等の関係者が一体となって取組を進めており、社会保険の加入率については、ほぼ１００％に
なるほか、法定福利費の受取状況についても改善傾向が認められるなど一定の効果を上げている
ところです。
　一方で、社会保険加入対策や労働関係法令規制の強化に伴い、法定福利費等の労働関係諸経
費の削減を意図して、技能者の個人事業主化（いわゆる一人親方化）が見受けられるとの実態をう
け、国土交通省・建設業団体で「一人親方の取組に関する申合せ」を行い、「働き方自己診断チェッ
クリスト」の周知等についても取り組んでいるとことです。
　今般、国土交通省不動産・建設経済局建設振興課より、技能者が一人親方となるかを慎重に判
断することができるよう、一人親方になった場合のメリット・デメリットを示すリーフレットを作成、また
「働き方自己診断チェックリスト」の活用周知についての通知がございました。
　つきましては、貴協会におかれましても、本通知の趣旨をご理解いただき、会員企業に対し周知ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。

「働き方自己診断チェックリスト」：
  https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001618573.pdf
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－16－ －17－沖建協会報　2026. 5月号 沖建協会報　2026. 5月号

2026年4月の動き2026年4月の動き

・沖建協「新入社員等研修会（浦添会場）」～4/7(火)迄
（建労センター）

・沖建協「1級建築（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」1/3回目（建労センター）
・沖建協「1級建築（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」2/3回目（建労センター）
・沖建協「新入社員等研修会（中部会場）」～4/10(金)迄

（日建学院うるま校）
・沖建協「1級建築（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」3/3回目（建労センター）
・沖建協女性部会「正副会長会議」（建労センター）
・沖建協女性部会「役員会」（建労センター）
・沖建協「実践型人材育成訓練」～6/8(月)迄

（那覇地域職業訓練センター）
・沖建協青年部会「役員会」（建労センター）
・沖建協「工業高校教諭との意見交換会」（建労センター）

・沖建協中部支部「総会」（中部建設会館）
・沖建協浦添・西原支部「総会」（建労センター）
・沖建協那覇支部「総会」（沖縄ハーバービューホテル）
・沖建協女性部会「総会・意見交換会」（建労センター）
・沖建協八重山支部「総会」（八重山建設会館）
・沖建協北部支部「総会」（ホテルゆがふいんおきなわ）
・沖建協宮古支部「総会」（宮古建設会館）
・沖建協南部支部「総会」（サザンビーチホテル）
・沖建協青年部会「総会」（船員会館）

・沖建協、建産連「建設産業合同企業説明会2026事前説
明会」（建労センター）
・沖建協「正副会長会議」（沖建協委員会室）
・沖建協「防衛省沖縄県内企業の受注機会拡大に関する
説明会」
・沖建協「予備選考委員会」（沖建協委員会室）
・沖建協「総務委員会」（建労センター）

・土木学会西部支部沖縄会「幹事会」（那覇市）

・沖縄県道路利用者会議「理事会」（那覇市）

・建設業振興基金「監理技術者講習」（浦添市）
・全国土木技士会「企画運営委員会」（東京都）

・九建協「専務理事・事務局長会議」（熊本県）
・九建協「会長会議」（熊本県）
・沖縄地方非常通信協議会「定期総会・表彰式・防災通信
講演会」（那覇市）
・沖縄県防衛協会「理事会」（那覇市）
・建退共本部「支部事務担当者会議」（東京都）
・建退共本部「支部事務担当者研修会」（東京都）

・沖縄平和賞委員会「総会」（那覇市）

・沖縄県「防災訓練全体会議」（Ｗｅｂ）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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沖建協会報
　 　
発　行　人

2026年 5月号（第672号）
令和 8 年 5 月 1 日 発行
源河　忠雄

発　行　所

編 　 　 集

一般社団法人  沖縄県建設業協会
〒901-2131　沖縄県浦添市牧港5-6-8
TEL.098（876）－5211
FAX.098（870）－4565
株式会社沖縄建設新聞

［5月号会員の異動］

代表者･所在地･組織 等

会社名 変更事項 変更前 変更後支部名ページ

郵便番号
住所

〒901-0152
那覇市字小禄696
大栄住宅ビル105号

〒900-0025
那覇市壷川2-13-15那覇 ㈱玉新建設P18

2026年5月の行事予定2026年5月の行事予定

・沖縄県経済団体会議「本会議」（那覇市）
・沖縄県道路利用者会議「定時総会」（那覇市）
・沖縄県産業教育振興会「常任理事会」（那覇市）
・沖縄県廃棄物不法処理防止連絡協議会（那覇市）

・沖縄工業高等専門学校産学連携協力会「理事会・総会」
（那覇市）

・沖縄県就労支援事業者機構「通常総会」（那覇市）

・琉球大学「キャリアデザイン授業」（西原町）
・全国土技士会「通常総会」（東京都）

・沖建協「役員会」（建労センター）

・沖建協「表彰式、通常総会」（ハーバービューホテル）
・建設会館「取締役会」（建労センター）

・沖建協女性部会「企画推進委員会」（建労センター）
・沖建協女性部会「沖縄県母子寡婦福祉連合会・那覇市
母子寡婦福祉会との意見交換会」（建労センター）

・沖建協「１級土木（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」1/3回目（建労センター）
・沖建協「１級土木（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」2/3回目（建労センター）
・沖建協「１級土木（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」3/3回目（建労センター）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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－16－ －17－沖建協会報　2026. 5月号 沖建協会報　2026. 5月号

2026年4月の動き2026年4月の動き

・沖建協「新入社員等研修会（浦添会場）」～4/7(火)迄
（建労センター）

・沖建協「1級建築（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」1/3回目（建労センター）
・沖建協「1級建築（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」2/3回目（建労センター）
・沖建協「新入社員等研修会（中部会場）」～4/10(金)迄

（日建学院うるま校）
・沖建協「1級建築（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」3/3回目（建労センター）
・沖建協女性部会「正副会長会議」（建労センター）
・沖建協女性部会「役員会」（建労センター）
・沖建協「実践型人材育成訓練」～6/8(月)迄

（那覇地域職業訓練センター）
・沖建協青年部会「役員会」（建労センター）
・沖建協「工業高校教諭との意見交換会」（建労センター）

・沖建協中部支部「総会」（中部建設会館）
・沖建協浦添・西原支部「総会」（建労センター）
・沖建協那覇支部「総会」（沖縄ハーバービューホテル）
・沖建協女性部会「総会・意見交換会」（建労センター）
・沖建協八重山支部「総会」（八重山建設会館）
・沖建協北部支部「総会」（ホテルゆがふいんおきなわ）
・沖建協宮古支部「総会」（宮古建設会館）
・沖建協南部支部「総会」（サザンビーチホテル）
・沖建協青年部会「総会」（船員会館）

・沖建協、建産連「建設産業合同企業説明会2026事前説
明会」（建労センター）
・沖建協「正副会長会議」（沖建協委員会室）
・沖建協「防衛省沖縄県内企業の受注機会拡大に関する
説明会」
・沖建協「予備選考委員会」（沖建協委員会室）
・沖建協「総務委員会」（建労センター）

・土木学会西部支部沖縄会「幹事会」（那覇市）

・沖縄県道路利用者会議「理事会」（那覇市）

・建設業振興基金「監理技術者講習」（浦添市）
・全国土木技士会「企画運営委員会」（東京都）

・九建協「専務理事・事務局長会議」（熊本県）
・九建協「会長会議」（熊本県）
・沖縄地方非常通信協議会「定期総会・表彰式・防災通信
講演会」（那覇市）
・沖縄県防衛協会「理事会」（那覇市）
・建退共本部「支部事務担当者会議」（東京都）
・建退共本部「支部事務担当者研修会」（東京都）

・沖縄平和賞委員会「総会」（那覇市）

・沖縄県「防災訓練全体会議」（Ｗｅｂ）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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発　行　人
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令和 8 年 5 月 1 日 発行
源河　忠雄

発　行　所

編 　 　 集

一般社団法人  沖縄県建設業協会
〒901-2131　沖縄県浦添市牧港5-6-8
TEL.098（876）－5211
FAX.098（870）－4565
株式会社沖縄建設新聞

［5月号会員の異動］

代表者･所在地･組織 等

会社名 変更事項 変更前 変更後支部名ページ

郵便番号
住所

〒901-0152
那覇市字小禄696
大栄住宅ビル105号

〒900-0025
那覇市壷川2-13-15那覇 ㈱玉新建設P18

2026年5月の行事予定2026年5月の行事予定

・沖縄県経済団体会議「本会議」（那覇市）
・沖縄県道路利用者会議「定時総会」（那覇市）
・沖縄県産業教育振興会「常任理事会」（那覇市）
・沖縄県廃棄物不法処理防止連絡協議会（那覇市）

・沖縄工業高等専門学校産学連携協力会「理事会・総会」
（那覇市）

・沖縄県就労支援事業者機構「通常総会」（那覇市）

・琉球大学「キャリアデザイン授業」（西原町）
・全国土技士会「通常総会」（東京都）

・沖建協「役員会」（建労センター）

・沖建協「表彰式、通常総会」（ハーバービューホテル）
・建設会館「取締役会」（建労センター）

・沖建協女性部会「企画推進委員会」（建労センター）
・沖建協女性部会「沖縄県母子寡婦福祉連合会・那覇市
母子寡婦福祉会との意見交換会」（建労センター）

・沖建協「１級土木（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」1/3回目（建労センター）
・沖建協「１級土木（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」2/3回目（建労センター）
・沖建協「１級土木（一次）施工管理技術検定試験受験対
策講習会」3/3回目（建労センター）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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－18－ －19－沖建協会報　2026. 5月号 沖建協会報　2026. 5月号

お 知 ら せお 知 ら せ

▼ 月別請負金額の推移

▼ 概況

沖縄県内の公共工事動向（令和8年3月分）
西日本建設業保証（株）沖縄支店
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沖建協会報
今月号の主な内容

令和8年

5
月号

No.672

http://www.okikenkyo .or . jp/

あんぜんぼーや

◆ 防衛省に制度見直しなど要請
◆ 新入社員研修を実施
◆ 一級建築施工管理試験対策


